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は第二次世界大戦後も暫く、「癌」で通用している。ようやく、1962 年（昭和 37 年）に「国


































年では、がんで死亡した人は 373、334 人（男性：220,398 人、女子 152,936 人）である。約
20 年前の 1996 年では、約 27 万人ががんで死亡しているから、がんでの死亡者は増加してい
る。因みに、2014 年にがんと新たに診断された人は 867,408 例、2016 年には 995,131 例と罹
患者は増加を続けている。
　がんによる死亡率について、まず、以下に基礎データを紹介したい。

























































図－ 2 －①　サバイバー 5 年相対生存率　　　　　　　　（男性）
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　図－ 2 について、①男女とも、胃、大腸（結腸・直腸）がんはなだらかな曲線を描いて生
存率は高くなる。②男女とも、比較的生存率の低い肺と膵臓がんでも、診断から 5 年後には
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4 4 4 4
とはレヴェルを異にする個の生存
4 4 4 4
に対する関心と自己意識が生ま
れ、さらには個と個との矛盾における
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